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一、 『跡見花蹊日記』の記述から　　
『跡見花蹊日記』大正九年（一九二○）十一月七日条には次のような記述がある（注１） 。
　　　
朝、勤行済して、風邪気
ニ
 付、臥。玉枝還暦祝賀会、九段
階（偕）
行社にて執行。是には是非とも出席せねばならんのて、十一時、
　　
漸出席ス。桜花画全部陳列、来賓も大せいにて頗盛也。実に結構、是上なき事と云へし。種
演舌ありて午餐会済て、生徒
　　
席画もあり。庭にて一同撮影ス。四時帰。万里芳房来る
　
この日、跡見花蹊は従姉妹跡見玉枝の還暦祝いの会に出席した。花蹊は風邪気味で、朝は臥せっていたが、この会には是非出席
しなければと十一時に漸く出席する。場所は東京九段の偕行社、会場には桜の絵が陳列され、来賓も多く盛会であったという。玉枝の祝賀会の様子を伝える記述は、この時の花蹊の心情も伝えて貴重である。このくだりに、少々こだわって考えてみたい。　
玉枝は花蹊の従妹で本名は勝子、桜画で知られる画家である。その生涯は玉枝七十三歳の口述をもとにした『桜の我 世』な
らびに八十三歳を迎えた玉枝の回想録『さくら 木蔭』などから知られ（注２） 、かつて拙稿でもふ た とがあるが（注３） 、玉枝は安政五年（一八五八）四月二十八日に花蹊の父重敬の弟勝造の三女として出生、昭和十七年（一九四三）八月七日没、数え歳八十六歳。天保十一年（一八四○）四月九日生まれの花蹊とは、ちょうど十八年若い従姉妹になる。玉枝は上野の戦争に趣いた父の事情により京都に移り住み、花蹊の許に身を寄せて絵と書を学び にともない姉小路良子との交流にも恵ま る。宮崎玉緒と 出会いにより桜の画家として活躍、皇室からも登用される。その後諸氏に師事 、女学校などで絵画の教鞭を執り（注４） 、私塾精華会を主催した。　
この祝賀会も、その門下生を中心として挙行されたものである。この時、玉枝はすでに還暦をこえているはずであるが、日記の
記述は事実で、 『読売新聞』大正九年十一月 日朝刊 は、この時の様子が「玉枝女史還暦
　
祝賀に桜花画会」の見出しで掲載さ
れている。　　　
跡見玉枝女史の還暦祝賀会は七日午前十一時から九段の偕行社で開かれました。知人門下の人達
　
百五十人余
　
来会、法
　　
学博士馬場鍈一氏発起人総代として挨拶を述べて一同から記念品を贈呈し、佐方鉄
（鎮）
子女史の祝辞、来賓総代大岡育造氏の
注１
　『跡見花蹊日記』第四巻（学校法人
　
跡見学園）平成十七年。
注２
　『桜の我か世』 （昭和六年
　
跡見家） 、 『さくらの木蔭』
　　
   （跡見玉枝
　
跡見精華会
　
昭和十六年 。
注３
　
拙稿「跡見花蹊と跡見玉枝」 『跡見学園女子大学紀要』
　　　
第四十三号
　
二○○九年九月。
注４
　
京都女学校、京都府画学校、上京後は跡見女学校、共立女子
　　　
職業学校で教鞭を執る。
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二、祝いの和歌　
花蹊の揮毫した作品の実物は現在のところ確認できていないが、これを伝えるのが、 『みくにの花の香』である（注６） 。内容の大半は玉
枝の桜画で、先に掲げた桜画の師である宮崎玉緒の作品に続き、各氏に所蔵される玉枝の作品を掲載する。さらに門人岡野花子による玉枝略年譜があり、そこには玉枝が明治元年（一八六八） 花蹊に就き四條派の絵を学び、のちに長谷川玉峰門下 入り写生画を研究、同六年 （一 八七三） 宮崎玉緒に就いて桜花の描法を学び、 同十年 （一 八七七） に望月玉泉に学んだことが記される。 さらに、 同十九年 （一 八八六）八月に京都府高等女学校教師を辞して東京に移り住み、神田区今川小路に私塾を開き、同二十二年（一八八九）に日本美術協会展覧会に宮中賜題の桜花啼鶯図を出品、 れが宮内省御用品となり皇后行啓の際に選ばれて御前揮毫の栄を賜り、以後、皇后皇太后の御前揮毫や富美宮泰宮の御用掛などをつとめたことも記されている。一書の末尾には、玉枝 自筆文章と「爪紅桜」をはじめとする玉枝の調査による桜花目録がおさめられている。 の記すところによれば、 『みくにの花の香』は、皇室をはじめとする多くのもとめに応じて描いた桜画のなかから選んだ作品を写真 し この日の引き出物として配られた書物である（注７） 。そのなか 、前日に詠まれた花蹊の和歌と思われる書が掲載されている（写真１） 。　
このあとに、跡見女学校の二代目校長である跡見李子をはじめ諸氏による祝いの和歌の書が続いている。
　『みくにの花の香』には集合写真もおさめられ（写真２） 、これが日記の「庭にて一同撮影ス」と見合う。掲載される写真の中央には、玉枝とならんで座る白髪の花蹊が確認でき 。中央に花蹊 座を設け のは、高齢の親族花蹊への敬意と配慮であろうが 同時に、外部からの法学博士や理学博士をこえて、花蹊を重んじる玉枝と発起人 ちの配慮がうかがえる。花蹊と玉枝の縁は深い。　翌々日の『跡見花蹊日記』十一月九日条には、玉枝が御礼に訪れたとある。
　　
夜、玉枝御礼に来る。種
の咄しに時移りたり。
　
和やかな歓談に、時のたつのも忘れてさまざまな話に打ち興じる二人の姿が彷彿としてくる。玉枝の還暦祝賀会は玉
枝にとってのめでたい記念日であると同時に、花蹊にとってもまた、晴れやかな記念の一日として心に刻まれ、それをともに確かめあった一夜であったろう。 　　　　
玉枝女史の
　　
命毛の長き筆よりさき出てし
　　
華甲の
　　　　
花や御国に満ち足らふらむ
　　
賀に
　　　　　　　　　　　　
八十一嫗花蹊瀧
写真 １
写真 2
　　
祝辞その他あり、玉枝女史の謝辞があつて食堂を開きました。女史は桜花を愛し今春桜花見物の旅をされましたが当日は其
　　
記念の絵画百八点を陳列して
　
桜画会を
　
も催され同じく桜花学者たる理学博士三好学氏の桜に関する講演があつて三時式
　　
を閉ぢました
　
これによれば、祝賀会は十一時開会、出席者は知人門下生など百五十人にのぼり、まず発起人総代の法学博士馬場鍈一による挨
拶から、祝辞とな 続いて食事 なった。馬場鍈一はこの時、法制局におり二年後の大正十一年（一九二二）に法制局長官となった人ではないかと考えられる。東京帝国大学法科大学卒業後大蔵省入省、祝賀会当時は法制局に移り、後に高橋是清の後任として大蔵大臣と った馬場鍈 がいる。 『読売新聞』 正九年三月二十八日朝刊に「新法学博士は全く官吏側独占」という見出しで報じら た、 日に当選した十 名の一人である。官僚出身の外部者を発起人の代表に頂いて、玉枝の私的な祝賀会に、公的な彩りも加わる。諸氏による挨拶は 日記の「種
演舌ありて午餐会済て」と見合う会次第である。祝賀会は同時に桜画会を兼ねる。
日記に「桜花画全部陳列」にある お 会場では桜画の展示をおこない、桜の研究で知られる三好 氏の講演があり、三時閉会となったようである。　
外部の官僚出身者を代表とする発起人たちにより、陸軍の施設である偕行社を場として挙行された祝賀会は盛大で、同時開催の
桜画会には桜 画家玉枝の絵画百八点が披露され、 『桜』 で知られる理学博士三好学による講演は玉枝の高い評価を裏づける （注５） 。こ 還暦祝賀会兼桜 会は、桜の 家玉枝 押 も押されもせぬ地位と名声 知らしめる場であ 。　
日記の「漸十一時に」と う記述は、 花蹊が風邪気味で不調であったにもかかわらず、 開会の定刻に間にあったことを表している。
従妹画家の大がかりな祝賀会兼桜画会は、縁故者ゆえというばかりではなく、花蹊自身の心情としてどうしても出席したい催しであったに違いない。花蹊は この会のために実は和歌も詠んでいた。 『跡見花蹊日記 同年十一月六日条には「玉枝還暦祝に継地に和歌一首」 記されている。前日 蹊 玉枝のために祝いの和歌を一首詠み、それを継地にしたためていたのである。
注５
　
三好学『桜』 （冨山房
　
昭和十三年） 。
注６
　『みくにの花の香』 （跡見勝子
　
大正九年） 。
注７
  「かく桜のさま〳〵みきはめて年月を経つるほとにやむことなき
　　　
あたりの仰をかしこみてゑかきし物をはしめこゝらの年月世の人
　　　
のもとめのまに〳〵ものせし桜の絵ともあまたになりぬその中
　　　
をえらみてこれを写真にをさめ皇国の花と名つけて の一巻をな
　　　
しこたみの画会に入り給へる人
にわかちまゐらせむとするにな
　　　
む」とある。
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跡見玉枝女史喜寿の祝
　　
桜の研究で有名な閨秀画家跡見玉枝女史の喜寿の祝がお弟子さん達の会跡見精華会の催しで八日午後二時から丸之内の工業クラ
　　
ブで開かれた、美しいお弟子さん達に取巻かれて玉枝女史の老顔にも春らしい朗らかな感謝の涙が光つてゐた、参会者は百四十名、
　　
友人として棚橋絢子刀自の顔も見え物静かな会だ、門下生を代表して山口容子さんが祝辞を述べ、貞山の講談、舞踊などがあつて
　　
玉枝女史この上もなくうれしさう、五時頃会を閉ぢた
　「春らしい朗らかな感謝の涙が光つてゐた」という表現に、 十年の歳月を経て、 門弟への感謝の念を募らせている玉枝の様子がうかがえる。
『さくらの木蔭』には、この日本工業倶楽部での喜寿の賀宴のあと、四月十七日から一週間白木屋屋上で喜寿記念桜花展覧会を精華会が主催し、 次いで二十三日には日比谷公園松本楼において開かれた桜会席上で三好学の厚意で喜寿祝賀会が催されたとある（注８） 。さらに、二年後の昭和十一年一月二十七日の『東京朝日新聞』朝刊には、 「跡見玉枝女史の喜び
　
精華画塾五十周年記念画会」の記事が掲載され、
前日の二十六日開催の精華会五十周年記念画会の様子を伝える。喜寿の祝いから二年足らずのうちに、主催する画塾の記念画会まで開催されている。このあたりは、玉枝の慶事が続く時期である。玉枝の生涯からすれば、ほどなく次は傘寿の祝いになるはずだが、それは実現しなかった。昭和十二年十 七 の『東京朝日新聞』朝刊には、 「八十の祝を断り
　
傷兵へ「心」の品
　
銃後床し跡見女史」の見
出しで、八十歳を迎えた玉枝が弟子たちの祝いの申し出を断り、その費用で花を描き病院の傷兵を慰めたという記事を掲載す 。時勢を鑑み、門弟たちの申し出を断り祝い ふさわしくないと玉枝本人が傘寿の祝賀 辞退し、代わりにその費用で病院 傷兵を慰める。桜画は傷兵への慰問品と代わっ 。この時代に桜を愛して生きた画家の なりゆきというべきであろう。玉枝の桜も、時代の潮流とは無縁ではあり得なかった。 三、延期された祝賀会　
玉枝の還暦祝賀会を記す花蹊の記述は、この日記としてはかなり詳しい。そして、花蹊の慶びが手に取るように伝わってくる。 『跡見
花蹊日記』には 基本的にその日のできごとが端的に記されている。それは時に簡潔すぎて、画家である花蹊の言葉のスケッチとさえ思われるほどである。そのなかで、こ ような心情まで記されるのは、それほど花蹊の心が高揚していたからに他ならない。是非とも出席したいと望み盛会の慶びに溢れる心情は、何 り、玉枝が幼い日に花蹊の許に身を寄せた親族であり 面倒をみた従妹であることによろう。感慨は世話をした側にも涌いて当然である。さらに、もうひとつ、玉枝が長じて画家となり、とりわけ桜 において皇后皇太后や内親王の高い評価を得ていたこと 花蹊にも栄誉であり、その活躍の行き着く先としての祝賀ゆえ、前掲の「実に結構、是上なき事と云へし 」という最高の心情 伝える記述に至ると推察される。　
さらに、この還暦祝いは、本当は一年前に予定されていたものであったら い。 『読売新聞』大正九年十月二十八日朝刊が、前月にこの
祝賀会の開催予定を、報道していた。　　　
跡見女史還暦
　　
十一月七日祝賀会
　　
兼て桜花画会を
　　
日本桜の研究者として有名な跡見玉枝女史は昨年丁度還暦に相当し祝賀会を挙行する筈のところを都合で延期したが愈々来る
　　
十一月七日九段坂上の偕行社で還暦の祝賀会を開催する事となつた。女史は日本の桜と云ふ桜は知らざるなき程の桜の研究者で当日
　　
は兼て桜花画会を催し多年研究に係る作品の会を催しま
　「昨年丁度還暦に相当し祝賀会を挙行する筈のところを都合で延期した」とある。満年齢でも優に還暦を過ぎての祝賀会開催は、実は日程 延期によ ものであった。前年には、花蹊八十の賀や竹田宮の亡くなったことなどが見出せるが、現段階で中止理由の特定には至らない。詳細な事情は不明ながらも、 一年遅れで漸く開催された誇らしい従妹画家玉枝の祝賀会であれば 花蹊 待ちに待った晴れの場に是非 も出席したいと願い、その慶びがひとしおであるのも納得されよう。　日記に書きとどめられているのは、 一年の延期を経て、漸く盛大に挙行された祝賀会に体調不良をおし 定刻どおりに出席できた花蹊
のひとかたならぬ慶びである。 桜 画家玉枝の高い評価を、 花蹊は門弟や来賓によるこの催しによって改めて確信し、 そのほとばしる慶びが、ことばを惜しまず心情をした め 記述をもたらした。　
このあとの玉枝の算賀をたどると、花蹊没後の昭和九年四月八日に喜寿祝賀会が開催 ている。翌九日の『東京朝日新聞』朝刊
は次 ような記事があ 。
（附記）　
資料の読みについて、横田恭三教授のご教示を賜った。
　
感謝申し上げる。
注８
　
注２の同文献参照。
